
○
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
三
十
五
号

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お
い
て

障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
七
十
一
号
）

の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
（
同
令
第
七
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
四
条
第
一
項
（
同
令
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
居
宅
介
護
等
の
提
供
に
当
た
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
平
成
十
八

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

第
一
条
中
第
十
五
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
九
号
を
第
十
一

号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
、
現
に
同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
の
課
程
に
相
当
す
る
も
の
と
し

て
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
研
修
の
課
程
を
受
講
中
の
者
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
以
降
に
当
該
研

修
の
課
程
を
修
了
し
、
当
該
研
修
の
事
業
を
行
っ
た
者
か
ら
当
該
研
修
の
課
程
を
修
了
し
た
旨
の
証
明
書
の
交
付

を
受
け
た
者



第
一
条
中
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
七
号
を
第
九
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

八

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
、
現
に
同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
の
課
程
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て

都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
研
修
の
課
程
を
修
了
し
、
当
該
研
修
の
事
業
を
行
っ
た
者
か
ら
当
該
研
修
の
課
程
を
修

了
し
た
旨
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者

第
一
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
中
「
別
表
第
三
」
を
「
別
表
第
五
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と

し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
（
視
覚
障
害
に
よ
り
、
移
動
に
著
し
い
困
難
を
有
す
る
障
害
者
等
に
対
し
て
、
外

出
時
に
お
い
て
、
当
該
障
害
者
等
に
同
行
し
、
移
動
に
必
要
な
情
報
の
提
供
、
移
動
の
援
護
、
排
せ
つ
及
び
食
事

等
の
介
護
そ
の
他
の
当
該
障
害
者
等
の
外
出
時
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
に
関
す
る
知
識
及
び
技
術
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
研
修
で
あ
っ
て
、
別
表
第
三
又
は
別
表
第
四
に
定
め
る
内
容
以
上
の
も
の
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
課
程
を
修
了
し
、
当
該
研
修
の
事
業
を
行
っ
た
者
か
ら
当
該
研
修
の
課
程
を
修
了
し
た
旨

の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者

別
表
第
三
中
「
別
表
第
三
（
第
四
号
関
係
）
」
を
「
別
表
第
五
（
第
五
号
関
係
）
」
に
改
め
、
別
表
第
三
を
別
表
第

五
と
し
、
別
表
第
二
の
次
に
次
の
二
表
を
加
え
る
。

別
表
第
三
（
第
四
号
関
係
）



区
分

科

目

時
間
数

備

考

講
義

視
覚
障
害
者
（
児
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス

一

同
行
援
護
の
制
度
と
従
業
者
の
業
務

二

障
害
・
疾
病
の
理
解
①

二

障
害
者
（
児
）
の
心
理
①

一

情
報
支
援
と
情
報
提
供

二

代
筆
・
代
読
の
基
礎
知
識

二

同
行
援
護
の
基
礎
知
識

二

演
習

基
本
技
能

四

応
用
技
能

四

合

計

二
〇

別
表
第
四
（
第
四
号
関
係
）

区
分

科

目

時
間
数

備

考

講
義

障
害
・
疾
病
の
理
解
②

一

障
害
者
（
児
）
の
心
理
②

一

演
習

場
面
別
基
本
技
能

三



場
面
別
応
用
技
能

三

交
通
機
関
の
利
用

四

合

計

一
二

（
注
）

こ
の
表
に
定
め
る
研
修
の
課
程
は
、
別
表
第
三
に
定
め
る
内
容
以
上
の
研
修
の
課
程
を
修
了
し
た
者
を
対
象

と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。


